
パターン１ パターン２

（単位：千円） 　(1)損益計算書 （単位：千円）

99,640 99,177
98,011 97,508
1,629 1,669

76,106 76,297
31,708 31,708
43,274 43,566
1,023 1,023

101 54,773
54,773 230,247

230,519 144,785
21,559 141,041

252,078 108,315
144,785 51,985
141,041 92,664
108,315 12,925
51,985 39,366
92,664 40,136
12,925 126,198
39,366 12,097
40,136 959,076

631,217 1,728,588
126,198 △ 1,498,341
757,415 航空機燃料譲与税 21,559

△ 505,337 69,460
137 0

＊県人口は平成27年4月1日現在 3,683,825人 0
101

91,120
支払利息 286,336

286,336

△ 1,693,557

460

　(2)貸借対照表
注１：

注２： 資産 44,291,765 12,023

有形固定資産 44,280,142
注３： 土地 34,479,868

建物 2,481,667
注４： 構築物等 7,312,207

建設仮勘定 6,400
無形固定資産 0

注５： 流動資産 11,623
未収金 11,623

負債 15,596,065 4,234
借入金 15,464,788
退職手当引当金 123,676
賞与引当金 7,601
その他負債 0

純資産 28,695,700 7,790
22,773,590
5,922,110

地方交付税相当額とは、県債利子に係る交付税算入額を収入と
して計上している。

パターン１は、決算に基づく現金出納ベースの意味であり、企業
会計のキャッシュフロー計算書とは異なる。

企業会計の考え方取り入れた収益には、パターン１の収入から平
成２７年３月分を除き、平成２８年３月分を加えている。

企業会計の考え方を取り入れた費用には、資産化される工事費
及び公有財産購入費を除いている。

空港整備経費とは、空港整備事業費のうち、資産化されない委託
料等であり、平成26年度からの繰越事業費（90,194千円）を除い
ている。

区　　　　　分 金　額（千円）
県民一人当

たり金額（円）

平成２７年度の富士山静岡空港の収支

給油施設管理費

収　支　（　A　-　B　）Ｃ
県民一人当たり負担額(Ｃ／県人口)円

支
　
出

駐車場管理運営費

営業損益（Ａ－Ｂ）Ｃ

旅客ターミナルビル関連経費

浄化槽施設管理費

停留料

浄化槽施設管理費
給油施設管理費

空港整備費補助金
地域活性化・公共投資臨時交付金

人件費

減価償却費

着陸料

浄化槽使用料

土地建物使用料
給油施設使用料

雑収入

保安関係費

土地使用料等収入

小　計

航空灯火施設管理費

事務所運営費等

計　　　A
航空機燃料譲与税

空港土木施設管理費

小　計

計　　　B
人件費

経常損益（Ｃ＋Ｄ－Ｅ）Ｆ

県民一人当たり負担額(Ｆ／県人口)円

費
用

営
業
外 計　　　Ｅ

地方交付税相当額

収
益

営
業
外

計　　　Ｄ
雑収入

保安関係費

金　　額

土地建物使用料
給油施設使用料

土地使用料等収入

営
業
費
用

駐車場管理運営費

計　　　Ｂ

空港整備経費

事務所運営費等

空港管理運営及び空港整備に係る企業会
計の考え方を取り入れた収支

空港管理運営に係る収支

空港土木施設管理費
航空灯火施設管理費

金　　額区　　　分

停留料

着陸料等収入
着陸料

区　　　分

公共資産等整備国補助金
公共資産等整備一般財源

収
　
入

営
業
収
益

旅客ターミナルビル等利用料金納入金

旅客ターミナルビル関連経費

浄化槽使用料

計　　　A旅客ターミナルビル等利用料金納入金

着陸料等収入

参　考


